
　離床が進んで患者さんが歩いて退院できたからOK！ いや、実はOKではありません。認知機能や精神機
能へのフォローが不十分だと、急性期以降に患者さんは苦しむことに・・・ このような身体・認知・精神機能
障害（PICS）への対応が今、求められています。この講座では、診断と離床のプロが、PICSの病態から予防、治
療の実際について解説。明日から実践できるワザを伝授してくれます。これを聞けばPICSが他人事から自分
事に変わるはずです！

※この講座は離床アドバイザー取得コースの理論コース1単位を取得できます。

身体機能だけ回復すれば OK って思っていませんか？

診断と離床 2名の専門家がお届けするスペシャルプログラム
基礎プログラム　PICSって何？ その基礎を学ぶ
・まずはここから！ PICSの3病態　～身体・精神・認知機能障害の特徴とリスク因子～
・多職種アプローチで患者さんを救う！ ABCDEFGHバンドルのFGHが重要な理由

身体機能　ADL低下につながる筋力低下はこう防ぐ！
・ICU-AWの予防はこうする！
　　　専門家が実践する人工呼吸器・鎮静・鎮痛管理の実際
・最新エビデンスから紐解く ICU-AWの対策
　　　～そもそも診断されないときどうすればいいの？～
・臨床でこう動く！ 身体機能障害に対する離床と栄養のハイブリッドアプローチ

認知機能　せん妄予防と認知リハビリテーションの具体策
・せん妄＝認知機能障害ではない！？ 急性期からできる認知機能障害の評価
・記憶？ 注意？ PICSで起こる認知機能障害の特徴とアプローチの実際
・急性期だけで終わってはダメ！ 回復期・生活期につなぐPICS対策
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精神機能　長期のうつ・PTSDに多職種+家族の総力戦で立ち向かう！
・うつ？ 意識障害？ 急性期の精神機能障害を見抜くアセスメント
・ICU日記はどのようにつける！？ 離床と並行して行う精神機能障害対策
・家族にも起こる障害PICS-Fも要注意！ 家族参加の離床で予防できるのか
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